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技術の概要

国の機関・自治体・民間　１ ０　件　

３．技術の効果

　ARM（アンカーロックマシーン）は足場を設けることなく削孔ができ、従来工法より施工期間の短縮
が可能になりました。削孔機のブームが上下左右に可動するため、同じ位置で最大３か所の削孔が
可能で、削孔位置までの移動が少なく作業効率が向上します。また、整形された法面に対して、フ
レームを傷つけることなく施行できます。こうした点から、従来工法では施工が困難であった高所法
面・急傾斜も安全かつ迅速な施工ができ、高所法面、急斜面、ダム工事現場などの現場で工期を短
縮し経済的な施工が実現できます。

４．技術の適用範囲

・機体を支える主アンカーを設置できる現場

２．技術の内容

５．活用実績(２０１６年度)

・斜面傾斜角度９０度まで作業が可能です。

・設置するアンカーの引張り強度試験を行い適切である事。

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　崩壊法面を補強するロックボルト工事は土砂災害等の防止のため重要な工事です。従来の高所急
傾斜で行うロックボルト工事はクレーン削孔工法で施工していたため、法長にも左右され、設置に時
間もかかりました。法長の長い高所法面・急傾斜においてもロックボルト工事を安全かつ迅速に施工
できる工法を開発することが斜面崩壊の抑止力を高めることになりなります。ＲＣＭ(ロッククライミン
グマシーン)で培った高所法面工事技術でロックボルト工事の抱える問題点の打開を試みました。

　無足場削孔機による法面削孔工法とは、斜面上部の推定崩落線上より奥に十分な強度を持ったア
ンカーを設置し、そのアンカーとARM(アンカーロックマシーン）をワイヤーロープで確実に固定し法面
の任意の位置で削孔する工法です。高所法面、急斜面、ダム工事現場などにおいて、足場を組み立
てることなく削孔作業を安全かつ効率的に行なうことができます。ARM(アンカーロックマシーン）は走
行タイヤを装備しており、スパンナー装置・脱輪防止装置・８脚同期機構の働きにより、起伏の激しい
フレーム法面を傷つけることなく走行できます。削孔機のブームが上下左右に可動するため、同じ位
置で最大３か所の削孔が可能です。また、ラジコンによる遠隔操作で安全に作業できます。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


